いた。 それから 豚 は、 白金が、 一 匁 三十 円す る こと を、 

よく 知ってい たもの だから、 自分の からだが 二十 貫で、 

かんじょう 

いくらに なるとい うこと も 勘定 がすぐ 出来た の だ。 

ふ まえあし 

豚はぴ たっと 耳 を 伏せ、 眼 を 半分 だけ 閉じて、 前肢 を 

きくつ と 曲げながら その 勘定 を やった の だ。 

^ X 1000 X ^= 600000 実に 六十 万円 だ。 六十 万 

円と いったなら そのころ の フラン ドン あたりで は、 ま 

あ 第一流の 紳士な の だ。 いまだつ てそう かも 知れない。 

さあ 第一流の 紳士 だもの、 豚が すっかり 幸福 を 感じ、 

さめ 

あの 頭の かげの 方の 鮫に よく 似た 大きな 口 を、 にやに 

や 曲げて よろこん だの も、 けして 無理と は 云われない。 



ところが 豚の 幸福 も、 あまり 永く は 続かなかった。 

それから 二三 日た つて、 その フラン ドンの 豚 は、 ど 

さりと 上から 落ちて 来た 一 かたまりの たべ 物から、 (大 

きょ ラこ たま 

学生 諸君、 意志 を 鞏固に もち 給え。 いい かな。) たべ 物 

ちょ つ と 

の 中から、 一寸 細長い 白い もので、 さきにみ じかい 毛 

そ つ ちょ く 

を 植えた、 ごく 率直 に 云うな ら ば、 ラクダ 印の 

はみがき ようじ 

歯磨 楊子、 それ を 見た の だ。 どうもい やな 説教で、 折 

角 洗礼 を 受けた、 大学生 諸君に すまない が 少し こらえ 

て くれ 給え。 

豚 は 実に ぎょっとした。 一体、 その 楊子の 毛 をみ る 

と、 自分の からだ 中の 毛が、 風に 吹かれた 草の よう、 



行った。 

「も 少しき ちんと 窓 をし めて、 室 中 暗く しなくて は、 

脂が うまく かからん じ やない か。 それにもう そろ そ 

あまに 

ろと 肥育 を やっても よかろう な、 毎日 阿 麻 仁 を 少しず 

つやって 置いて 呉れない かご 教師 は 若い 水色の、 上着 

こ さ 

の 助手に 斯う 云った。 豚 はこれ をす つかり 聴いた。 そ 

して 又大 へんい やにな つた。 楊子のと きと 同じ だ。 折 

角の その 阿 麻 仁 も、 どうもう まく 咽喉 を 通らなかった _ 

これら は みんな 畜産の、 その 教師の 語気に ついて、 豚 

が 直覚した ので ある。 (とにかく あいつら 二人 は、 お 

れ にたべ もの はよ こすが、 時々 まるで 北極の、 空の よ 



うな 眼 をして、 おれの からだ を じっと見る、 実に 何と 

もた まらない、 とりつきば もない ような きびしい ここ 

ろで、 おれの こと を 考えて いる、 そのこと は 恐い、 あ 

あ、 恐い。) 豚 は 心に 思いながら、 もうた まら なくなり 

さく つ 

前の 柵 を、 むちゃくちゃに 鼻で 突っ突いた。 

ところが、 丁度 その 豚の、 殺される 前の 月に なって、 

一 つの 布告が その 国の、 王から 発令され ていた。 

ぼくさつ たれ 

それ は 家畜 撲殺 同意 調印 法と いい、 誰でも、 家畜 を 

殺そうと いう もの は、 その 家畜から 死亡 承諾書 を受 

け 取る こと、 又 その 承諾 証書に は 家畜の 調印 を 要する 

と、 こう 云う 布告だった の だ。 



さあ そこで その 頃 は、 牛で も 馬で も、 もう みんな、 

殺される 前の 日に は、 主人から 無理に 強いられて、 証 

文に ぺ タリと 印 を 押した もんだ。 ごくと しょりの 馬な 

ど は、 わざわざ 蹄鉄 を はずされて、 ぼろぼろ なみだ を 

こぼしながら、 その 大きな 判 を ばた つ と 証書に 押した 

の だ。 

フラン ドンの ョ— ク シャイ ャも又 活版 刷りに 出来て 

いる その 死亡 証書 を 見た。 見た というの は、 或る日の 

こと、 フラン ドン 農学 校の 校長が、 大きな 黄色の 紙 を 

よほど 

持ち、 豚のと ころに やって来た。 豚 は 語学 も 余程 進ん 

-P わ 

でいた の だし、 又 実際 豚の 舌 は 柔らかで 素質 も 充分 



「は あ、 きっとそう 致します ご 

畜産の 教師 は 鋭い 目で、 もう 一遍 じいつ と 豚 を 見て 

から、 それから 室 を 出て 行った。 

はんもん 

その あとの 豚の 煩悶 さ、 (承諾書と いうの は、 何の 承 

諾 書だろう 何 を 一 体し ろと 云う の だ、 やる 前の 日に は 

なんにも 飼料 を やつち やい けない、 やる 前の 日って 何 

だろう。 一体 何 をされ るんだろう。 どこか 遠くへ 売ら 

れる のか。 ああ これ はつらい つらい。) 豚の 頭の 割れ 

そうな、 こと はこの 曰 も 同じ だ。 その 晚豚は あんまり 

に 神経が 興奮し 過ぎて よく 睡る ことができ なか つ た。 

ところが 次の 朝に なって、 やっと 太陽が 登った 頃、 寄 



吹き かけながら 斯う 云いました。 

「豚の やつ は 暖かそう だ ご 一 人が 斯う 答えたら 三人 

共 ど つ とふき 出しました。 

「豚の やつ は 脂肪で できた、 厚さ 一寸の 外套 を 着て る 

ん だもの、 暖か いさご 

「暖かそう だよ。 どう だ。 湯気 さえ ほやほやと 立って 

いるよ ご 

豚 は あんま リ 悲しくて、 辛くて よろよろして しまう 

「早く やっちまえ ばいい なご 

三人 はつぶ やきながら 小屋 を 出た。 その あとの 豚の 

苦し さ、 (見たい、 見たくない、 早い といい、 葱が 凍る 



馬 鈴薯三 斗、 食い きれない。 厚さ 一 寸の 脂肪の 外套、 

みとお 

おお 恐い、 ひとの からだ を まるで 観 透し てるおお 恐い。 

恐い。 けれども 一体 おれと 葱と、 何の 関係が ある だろ 

う。 ああつ らいな あ。) その 煩悶の 最中に 校長が 又 やつ 

て 来た。 入口でば たばた 雪 を 落して、 それから 例の あ 

いまい な 苦笑 をしながら 前に 立つ。 

「どうだい。 今日は 気分が いい かいご 

「はい、 ありがとう ございま すご 

「いいの かい。 大 へん 結構 だ。 たべ 物 は 美味しい か 

いご 

「ありがとう ござ います。 大 へ んに 結構で ございま 



まえあし つめいん 

ちょっと お前の 前肢の 爪印 を、 一 つ 押してお いて 貰い 

たい。 それだけ のこと だ ご 

まゆ 

豚 は 眉 を 寄せて、 つきつけられた 証書 を、 じっとし 

ばらく 眺めて いた。 校長の 云う 通りなら、 何でもない 

が つくづくと 証書の 文句 を 読んで 見る と、 まったく 大 

へんに 恐かった。 とうとう 豚 はこら え かねて まるで 泣 

声で こう 云った。 

「何時に てもとい うこと は、 今日で もという ことです 

ゝ o _ 

力 」 

校長 はぎく つ としたが 気 をと りなお してこう 云 つ た。 

「まあそう だ。 けれども 今日 だなん て、 そんな こと は 



れ から ぼんやり 返事した。 

「さあ、 昨日の 午后に 校長が、 おいでになった だけで 

した。 それだけだった と 思います ご 

畜産の 教師 は 飛び 上る。 

「校長？ そうかい。 校長 だ。 きっと 承諾書 を 取ろう 

として、 すてきな ぶま を やつたん だ。 おじけ させ 

ちゃつ たんだな。 それで こいつ はぐる ぐるして 昨夜 一 

晚 寝な いんだな。 まずい ことにな つたな あ。 おまけに 

きっと 承諾書 も、 取り 損ねた にちがいない。 まずい こ 

とに なった な あご 

教師 は 実に 口 15 しそうに、 しばらく キリ キリ 歯 を 鳴 



口笛 を 吹いて ゆっくり やつ て 来る。 鞭 も ぶらぶら ふ つ 

ている。 

全体 何が チッ ペラリ ー だ。 こんなに わたし はかなし 

いのに と 豚 は 度々 口 を まげる。 時々 は 

「ええもう 少し 左の 方 を、 お歩きな さいまして は、 い 

かがで ございます かご なんて、 口ば かりう まいこと を 

云いながら、 ピシッ と 鞭 を 呉れた の だ。 (この 世 は ほ 

ん とうにつ らいつ らい、 本当に 苦の 世界な の だ。) こ 

てつと ぶたれ て 散歩しながら 豚 は つくづく 考えた。 

「さあい かがです、 そろそろお 休みなさい ませ ご 助手 

は 又 一 つ ピシッ とやる。 ウルトラ 大学生 諸君、 こんな 



「うまい、 肥った。 効果が ある。 これから 毎日 小 使と、 

二人で 二度ず つやって 呉れ ご 

こんな 工合で それから 七日と いう もの は、 豚 はまる 

きり 外で 日が 照って いる やら、 風が 吹いて る やら 見当 

む- P み まお 

もっかず、 ただ 胃が 無暗に 重苦しく それから いやに 頰 

力た 

や 肩が、 ふくらんで 来て おしまい は 息をする の も つら 

いくらい、 生徒 も 代る代る 来て、 何 かいろい ろ 云って 

いた。 

あるとき は 生徒が 十 人 ほど や つ て 来て がやがや 斯う 

云った。 

「ずいぶん 大きくな つたな あ、 问貫 ぐらい ある だろ 



呉れ。 敷 藁 も 新ら しくして ね。 いい かご 

「承知いた しました ご 

豚 は これらの 問答 を、 もう 全身の 勢力で 耳 をす まし 

て 聴いて 居た。 (いよいよ 明日 だ、 それが あの、 証書の 

死亡と いう ことか。 いよいよ 明日 だ、 明日なん だ。 一 

体 どんな 事だろう、 つらい つらい。) あんま リ豚 はつら 

いので、 頭をゴ ッゴ ッ 板へ ぶつつ けた。 

その ひるすぎに 又 助手が、 小 使と 二人 やって来た。 

そして あの 二つの 鉄 環から、 豚の 足 を 解いて 助手が 云 

、つ。 

「いかがです、 今日は 一 つ、 お 風呂 をお 召しなさい ま 
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